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養父市出身画家の切り絵本
戦後80年の節目に復刊
6月、養父市出身の画家、故寺尾知文さんの著作
「きり絵画文集 原爆 ヒロシマ」が43年ぶりに再
版。後押しとなったのは、神戸市の市民団体「ヒ
ロシマを語り継ぐ会」が同作を基に制作した朗
読作品でした。80年前、兵庫県も空襲に見舞わ
れました。この機会に改めて平和について考えて
みませんか。（取材・文 県民だより編集部）

被爆直後の人々の様子を描いた切り絵。
提供：いずれも㈱潮書房光人新社

　㈱潮書房光人新社
　03-6281-9891 　03-6281-9893

※山のスタンプラリーアプリ®「YAMASTA」を
　使用。無料でインストールできます

朗読「きり絵画文集
原爆 ヒロシマ」の
視聴はこちら

詳しくは
こちら

全国のネギを
食べ比べよう！

全国ねぎサミット2025 in あさご
●11月23日㊐㊗、24日㊊㊡10時～16時（24
日は15時まで）
　イオン和田山店駐車場（朝来市和田山町枚
田岡774）など
　朝来市農林振興課
　079-672-2774
　079-672-3220

詳しくは
こちら

11月23日㊐㊗と24日㊊㊡の2日
間、岩津ねぎの産地、朝来市で「全
国ねぎサミット」を西日本で初め
て開催します。全国23のネギ産地
がブースを出展し、生鮮ネギや加
工品、料理等を販売するほか、ス
テージでは各産地がさまざまな
PRを繰り広げます。但馬のブラン
ド産品が集まる「あさごうまいも
んフェス」も同時開催します。
（朝来市農林振興課）

利神城のデジタルスタンプと長水
城（宍粟市）の攻略記念缶バッジ。
城ごとにデザインが異なり、コレ
クター心をくすぐります。

応募者全員に
進呈される名
将認定証と、
山城統一記念
ピンズ。

2022（令和4）年度版のスタンプ帳画面。

スマートフォンアプリ※を使って、西播
磨地域を代表する10の山城を巡る「城
攻めトレッキングスタンプラリー」を
来年3月2日㊊まで実施しています。3
回目となる今回は佐用町の利神城が
初登場。各城の所定ポイントでデジタ
ルスタンプを獲得し、交換場所で提示
すれば数量限定の攻略記念缶バッジ
がもらえます。また、全10城制覇で名
将認定証に応募でき、その中から抽選
で100人に山城統一記念ピンズが当
たります。（西播磨県民局地域振興課）

　西播磨県民局地域振興課
　0791-58-2144 　0791-58-0523
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同作は、救援のため被爆直後の広島市内に入った寺尾さんが、その時に見た凄惨な光景を描
いた切り絵集。迫力ある72枚の切り絵と克明な文章が心に響く一冊です。2017（平成29）年
に本の存在を知った「ヒロシマを語り継ぐ会」は以降、神戸市で原画のパネル展や朗読劇を
実施。昨年6月には、朗読劇をさらに進化させた映像作品をYouTubeにアップしました。この
作品が再版を検討していた出版社の目に留まり、「こんなに熱心に活動する人たちがいる。や
はり再版すべき」と具体化。約1年後に復刊を遂げたのです。同団体の代表、浅海和子さんと
映像作品で朗読を担当した芦屋市の前田伊都子さんは「次世代に引き継ぐべき本。80年前、
広島や神戸が戦禍に巻き込まれたことを知るきっかけにしてもらえれば」と口をそろえます。

せいさん

再版された「きり絵画文集 原爆 ヒロシマ」。


